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が交互にダイヤモンド格子 (α,β二種の siteがある｡)上に配列 してお り, 40℃
で比熱に 1型の異常があり,この温度以上では d,Pが無秩序に配列します｡この転移
に伴 うX線回析強度の温度変化はだいたいBethe近似 を用いて説明することができま
す｡
電子スピンの議論が適用できるのは,不対電子をもつ金属イオンを含む化合物 と有機
ラジカルイオンを含む化合物に大別することができます｡
遷移金属イオンを含む化合物の場合,スピン間の相互作用の大小は,金属間の距離,
その間に存在する原子団 (配位子)によって変 ります｡構造化学の進歩によって,現在
ではスピン間の相互作用が適当な大きさになるような結晶を作るため,大体の見当をつ
けることが可能となって来ました｡
有機 ラジカル塩の構造も明らかにされたものが多くなり,興味ある磁気的性質を示す
ものがたくさん知 られています｡これらは主として一次元の柱状構造ですが,中には二
1/･bこし老与E.hス1､のせ､,i,れ止+T^ノLJLイラ/し'ノqtJ'⊂ゾUI-U-ノ′d-フG
エチレンジアミンを遷移金属と反応させると,量は僅かですが高分子錯体が得られま
す｡これらの巨大分子の性質をしらべて見ると, Bethe格子に近いものを発見できる
かも知れません｡
また多核錯体 といわれるものの中には,数個の金属イオンが集 っているものがあり,
Bethe格子の出来は
じめと思われるものは
かなり多 く知 られてい
ます｡これ らの研究も
面白いと思います｡
最後に具体例を一つ
あげておきます｡
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